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トマト生産の現状と新栽培法
元木 悟（明治大学農学部准教授）

ト
マ
ト
（Solanum

 lycopersicum
 

L.

）
は
南
ア
メ
リ
カ
の
ア
ン
デ
ス
山
脈
高

原
地
帯
を
原
産
と
す
る
ナ
ス
科
ナ
ス
属
の

多
年
生
植
物
で
あ
り
、
リ
コ
ピ
ン
な
ど
の

栄
養
素
を
豊
富
に
含
む
果
菜
類
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
ト
マ
ト
は
16
世
紀
初
頭
に

メ
キ
シ
コ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
え
ら

れ
、
当
初
は
食
用
で
は
な
く
観
賞
用
と
し

て
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
19
世
紀
に
ア
メ

リ
カ
で
食
用
と
し
て
急
速
に
栽
培
お
よ
び

消
費
が
拡
大
し
た
。
ト
マ
ト
は
、
い
ま
や

世
界
で
最
も
多
く
生
産
さ
れ
る
野
菜
で
あ

り
、
日
本
で
も
野
菜
の
な
か
で
農
業
産
出

額
が
１
位
に
な
る
な
ど
、
消
費
者
に
根
強

く
支
持
さ
れ
て
い
る
。

●
需
要
が
増
え
る
ミ
ニ
ト
マ
ト

ト
マ
ト
を
用
途
別
で
分
類
す
る
と
、
サ

ラ
ダ
な
ど
で
食
べ
る
「
生
食
用
ト
マ
ト
」

と
ジ
ュ
ー
ス
や
ケ
チ
ャ
ッ
プ
な
ど
の
原
料

に
な
る
「
加
工
用
ト
マ
ト
」
に
分
け
ら
れ
、

さ
ら
に
生
食
用
ト
マ
ト
は
、
果
実
の
大
き

さ
の
違
い
か
ら
、
大
玉
、
中
玉
お
よ
び
ミ

ニ
の
３
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
で

も
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、
果
実
の
形
状
や
色
、

大
き
さ
が
多
様
で
あ
り
、
用
途
が
豊
富
で

あ
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
、
大
玉
ト
マ
ト

に
比
べ
て
花
数
が
多
く
、
着
果
性
が
優
れ

て
お
り
、
果
実
糖
度
が
比
較
的
高
い
と

い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
は
リ
コ
ピ
ン
な
ど
の
機
能
性
成
分
を
多

く
含
み
、
日
持
ち
性
も
よ
く
、
食
味
が
優

れ
る
こ
と
か
ら
需
要
が
増
え
て
い
る
。
ミ

ニ
ト
マ
ト
は
現
在
、
ト
マ
ト
生
産
の
約
１

割
を
占
め
、
食
生
活
の
多
様
化
に
伴
い
、

生
産
量
と
栽
培
面
積
が
著
し
く
増
加
し
た

野
菜
の
一
つ
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
色
や

大
き
さ
、
形
が
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
が
育
成

さ
れ
、
多
く
の
種
類
の
カ
ラ
フ
ル
ト
マ
ト

が
店
頭
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ミ

ニ
ト
マ
ト
は
秋
か
ら
春
に
か
け
て
、
熊
本

県
産
、
愛
知
県
産
お
よ
び
千
葉
県
産
が
主

体
に
出
荷
さ
れ
て
お
り
、
４
～
６
月
に
か

け
て
出
荷
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
一
方
、

2,000
（単位：t）
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① 

ト
マ
ト
生
産
の
現
状
と
課
題

トマトの

 「ソバージュ栽培®」
基幹野菜であるトマトはハウス栽培が慣行化し、生食用主体の生産が続い
てきた。そんななかで「ソバージュ」という、調理用を中心とした露地栽
培が新たな栽培法として普及し始めている。その技術からマーケット開拓
まで、4 回の予定で連載する。

#01

図１：東京都中央卸売市場におけるミニトマトの産地別入荷量推移

出典：独立行政法人農畜産業振興機構. ベジシャス
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取
り
除
く
主
枝
１
本
仕
立
て
栽
培（
以
下
、

慣
行
）
が
主
流
で
あ
り
、
心
止
め
や
つ
る

下
ろ
し
、
斜
め
誘
引
な
ど
の
栽
培
管
理
を

行
な
う
こ
と
に
よ
り
栽
培
期
間
を
調
節
し

て
い
る
。
し
か
し
、
慣
行
で
は
、
誘
引
や

つ
る
下
ろ
し
な
ど
の
作
業
に
多
く
の
労
力

を
要
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
温
暖
地
で
は
、
夏
場
の
直
射
日

光
や
高
温
の
影
響
に
よ
り
日
焼
け
果
な
ど

の
生
理
障
害
が
発
生
す
る
た
め
、
慣
行
に

よ
る
生
産
が
難
し
い
。

ま
た
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
大
玉
ト
マ
ト
に

比
べ
る
と
花
数
が
極
め
て
多
く
、
着
果
性

に
優
れ
、
１
花
房
当
た
り
20
～
30
果
、
あ

る
い
は
そ
れ
以
上
の
果
実
が
着
生
す
る

（
写
真
１
）。

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
収
穫
作
業
は
、
果
実
の

熟
度
を
そ
の
つ
ど
判
断
し
、
す
べ
て
手
作

業
で
行
な
う
た
め
、
多
大
な
時
間
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
収
穫
作
業
の
省
力
化
お
よ

び
軽
作
業
化
を
図
る
こ
と
が
生
産
拡
大
の

た
め
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
近

年
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
に
よ
り
、
栽
培
面
積
が
減
少
す
る
地
域

が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
栽
培
管
理
の

省
力
化
や
軽
作
業
化
が
図
れ
る
栽
培
技
術

の
開
発
が
望
ま
れ
て
い
る
。

筆
者
ら
は
、
露
地
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
新

し
い
栽
培
法
と
し
て
、
慣
行
に
比
べ
て
疎

植
と
し
、側
枝
を
ほ
と
ん
ど
取
り
除
か
ず
、

逆
Ｕ
字
型
の
ア
ー
チ
支
柱
に
夏
秋
ど
り
の

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
に
用
い
る
キ
ュ
ウ
リ
ネ
ッ

ト
を
設
置
し
、
植
物
体
を
生
育
に
合
わ
せ

て
誘
引
す
る
栽
培
法
を
、
２
０
１
０
年
に

秋
田
県
横
手
市
実
験
農
場
お
よ
び
パ
イ
オ

ニ
ア
エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
㈱
と
共
同
で
開
発

サ
ラ
ダ
需
要
が
多
い
夏
場
の
生
産
が
少
な

く
、
北
海
道
産
、
茨
城
県
産
お
よ
び
千
葉

県
産
な
ど
が
主
な
産
地
で
あ
る
（
図
１
）。

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
夏
秋
ど
り
栽
培
の
課
題

は
、
高
温
期
の
草
勢
低
下
と
そ
れ
に
伴
う

減
収
で
あ
る
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
生
産
は
、

栽
培
し
に
く
い
夏
場
が
少
な
く
、
市
場
単

価
は
、
出
荷
量
が
少
な
い
９
月
が
最
も
高

く
な
る
。

●
省
力
化
が
図
れ
る
栽
培
法
の
開
発

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
お
け
る
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
作
型
は
、
促
成
長
期
栽
培
が
過
半
数

を
占
め
、
次
い
で
、
半
促
成
栽
培
、
抑
制

栽
培
、
夏
秋
栽
培
の
順
で
あ
り
、
栽
培
の

多
く
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
や
ガ
ラ
ス

温
室
な
ど
を
利
用
し
て
生
産
さ
れ
る
。
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
法
は
、
側
枝
を
す
べ
て

し
た
。
そ
の
新
栽
培
法
は
「
ソ
バ
ー
ジ
ュ

栽
培
Ⓡ

」（
以
下
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
）
と
呼
ば

れ
、
今
年
現
在
、
東
北
地
域
を
中
心
に
全

国
各
地
で
普
及
が
始
ま
っ
て
い
る
（
写
真

２
、
３
）。

●
省
力
化
と
コ
ス
ト
削
減

ソ
バ
ー
ジ
ュ
と
は
野
性
的
と
い
う
意
味

で
、
従
来
の
ト
マ
ト
栽
培
に
比
べ
て
手
間

を
か
け
ず
に
収
量
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
と
い

う
栽
培
法
で
あ
る
。
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
特
徴

の
一
つ
は
、
Ｕ
字
支
柱
を
用
い
る
こ
と
で

あ
る
。
支
柱
の
高
さ
は
２
ｍ
、
幅
は
２
・

２
ｍ
。こ
れ
を
２
ｍ
間
隔
に
並
べ
て
立
て
、

全
体
に
ネ
ッ
ト
を
か
け
て
ト
マ
ト
の
茎
を

誘
引
す
る
（
図
２
）。
茎
、
葉
が
伸
び
て

果
実
が
な
る
こ
ろ
に
は
ト
マ
ト
の
ト
ン
ネ

ル
が
で
き
あ
が
る
。

１
ａ
当
た
り
の
株
数
は
、
慣
行
が
１
６

０
～
２
０
０
株
程
度
で
あ
る
が
、
ソ
バ
ー

ジ
ュ
で
あ
れ
ば
50
～
60
株
程
度
で
済
む
。

管
理
作
業
は
、
慣
行
の
場
合
、
生
育
に
応

じ
て
芽
か
き
や
交
配
、
誘
引
、
葉
か
き
、

か
ん
水
と
い
っ
た
手
間
が
か
か
る
が
、
ソ

バ
ー
ジ
ュ
は
、
交
配
と
か
ん
水
が
ほ
ぼ
不

写真１：着果性に優れたミニトマト

写真２：秋田県横手市での栽培

写真３：島根県邑南町での栽培

② 

ト
マ
ト
の
新
栽
培
法
「
ソ
バ
ー
ジ
ュ
栽
培
R」
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要
で
、
誘
引
は
適
度
に
、
芽
か
き
や
葉
か

き
は
初
期
の
生
育
時
の
み
行
な
え
ば
よ

い
。
手
間
と
時
間
が
か
か
る
ミ
ニ
ト
マ
ト

栽
培
の
大
き
な
問
題
が
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
に

よ
っ
て
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ソ
バ
ー

ジ
ュ
は
、
主
枝
だ
け
で
な
く
側
枝
も
利
用

し
、
心
止
め
を
行
な
わ
な
い
こ
と
か
ら
、

放
任
に
近
い
栽
培
で
あ
る
た
め
栽
培
管
理

の
省
力
化
が
見
込
め
る
。
ま
た
、
ソ
バ
ー

ジ
ュ
の
基
本
は
露
地
栽
培
で
あ
る
た
め
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
や
ガ
ラ
ス
温
室
な

ど
の
施
設
費
が
不
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

生
産
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

今
年
現
在
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
に
採
用
さ
れ

て
い
る
品
種
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
「
ロ
ッ

ソ
ナ
ポ
リ
タ
ン
」
や
「
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー

ジ
ュ
」（
い
ず
れ
も
パ
イ
オ
ニ
ア
エ
コ
サ

イ
エ
ン
ス
）
な
ど
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
省
力

収
穫
向
き
品
種
が
具
備
す
べ
き
特
性
と
し

て
は
、
耐
病
性
や
高
品
質
（
高
糖
度
お
よ

び
良
食
味
）
の
ほ
か
に
、
同
熟
性
（
開
花

集
中
性
、
成
熟
集
中
性
お
よ
び
結
実
性
）、

日
持
ち
性
（
裂
果
抵
抗
性
お
よ
び
軟
果
抵

抗
性
）、
収
穫
適
性
（
へ
た
離
れ
性
お
よ

ミニトマトの省力収穫向き品種

同熟性 収穫適性

成熟集中性 日持ち性 へた離れ性 果柄の離脱性

開花集中性 結実性

複合型花房 単為結果性

裂果抵抗性 成熟制御軟化抵抗性 短果柄 無離層果柄
（ジョイントレス）

写真４（左）： 日持ち性の強いロ
ッソナポリタン

写真５（右）： 夏秋期に着果性の
劣る品種

図２： ソバージュ栽培における支柱の設置例

図３： 研究の方向性（省力収穫向きミニトマトの具備すべき特性）
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ト
マ
ト
の
新
栽
培
法
で
あ
る
ソ
バ
ー
ジ
ュ

の
栽
培
体
系
の
確
立
を
目
指
し
、
品
種
特

性
が
異
な
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
２
品
種
を
用

い
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
と
慣
行
の
２
つ
の
方
法

で
栽
培
し
、
収
量
の
比
較
を
行
な
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
は
慣
行
に

比
べ
て
株
当
た
り
の
総
収
量
お
よ
び
可
販

果
収
量
が
多
く
、単
位
面
積
当
た
り
で
も
、

ソ
バ
ー
ジ
ュ
は
株
数
が
慣
行
に
比
べ
て
４

分
の
１
程
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

慣
行
と
同
等
の
収
量
が
見
込
め
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
（
図
４
）。

●
価
格
の
高
い
盛
夏
期
に
も
生
産
可
能

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
前
述
の
と
お
り
、
８
～

９
月
に
お
け
る
市
場
入
荷
量
が
全
国
的
に

少
な
い
こ
と
か
ら
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
は
市
場

入
荷
量
が
少
な
い
盛
夏
期
に
生
産
可
能
な

新
栽
培
法
と
し
て
期
待
で
き
る
。
ま
た
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、
降
雨
に
よ
る
裂
果
の
発

生
を
防
ぐ
た
め
、
日
本
国
内
で
は
一
般
的

に
施
設
内
で
栽
培
さ
れ
る
が
、
明
治
大
学

で
得
ら
れ
た
、
露
地
夏
秋
ど
り
栽
培
の
ソ

バ
ー
ジ
ュ
の
収
量
の
デ
ー
タ
と
、
神
奈
川

県
に
お
け
る
ハ
ウ
ス
栽
培
の
夏
秋
ど
り
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
収
量
の
デ
ー
タ
の
過
去
５
カ

年
（
２
０
０
９
～
２
０
１
３
年
）
の
平
均

値
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
神
奈
川
県
に
お

け
る
１
ａ
当
た
り
の
平
均
収
量
は
２
２
３

㎏
で
あ
り
、
明
治
大
学
の
ソ
バ
ー
ジ
ュ
で

は
２
品
種
と
も
に
１
ａ
当
た
り
の
可
販
果

収
量
が
２
５
０
～
５
０
０
㎏
程
度
見
込
め

た
こ
と
か
ら
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
露
地
栽
培

に
お
い
て
も
、
一
般
的
な
ハ
ウ
ス
栽
培
の

夏
秋
ど
り
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
同
等
以
上
の
収

量
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。

盛
夏
期
の
ト
マ
ト
栽
培
で
は
、
裂
果
と

日
焼
け
果
が
問
題
と
な
る
が
、
ソ
バ
ー

ジ
ュ
は
茎
葉
の
繁
茂
に
よ
る
日
焼
け
果
の

軽
減
効
果
も
認
め
ら
れ
た
。
裂
果
に
つ
い

て
は
品
種
間
差
が
あ
る
た
め
、
新
品
種
導

び
果
柄
の
離
脱
性
）、
複
合
型
花
房
、
単

為
結
果
性
、成
熟
制
御
な
ど
が
考
え
ら
れ
、

図
３
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
省
力
収
穫
の
た
め
の
栽
培
面
か
ら

の
解
決
法
の
一
つ
と
し
て
は
、
収
穫
の
省

力
化
（
同
熟
性
）
に
関
係
す
る
と
考
え
ら

れ
る
開
花
集
中
性
、
成
熟
集
中
性
お
よ
び

日
持
ち
性
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
写
真

４
の
「
ロ
ッ
ソ
ナ
ポ
リ
タ
ン
」
よ
う
な
日

持
ち
性
の
優
れ
る
複
合
型
花
房
の
品
種
が

良
い
と
考
え
ら
れ
、
写
真
５
の
よ
う
な
夏

秋
期
に
着
果
性
が
劣
る
品
種
は
作
業
効
率

が
悪
く
、
省
力
収
穫
に
は
適
さ
な
い
。

明
治
大
学
で
は
、
露
地
夏
秋
ど
り
ミ
ニ
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写
真
６
～
９
：
露
地
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
ソ
バ
ー
ジ
ュ
栽
培
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

写
真
上
か
ら
定
植
直
後
、
定
植
３
週
間
後
、
定
植
１
カ
月
半
後
、
定
植
２
カ
月
後

図４：ソバージュトマトの収量
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#01

入
の
際
に
は
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
糖
度
と
リ
コ
ピ
ン
含
量
を
計
測

し
た
と
こ
ろ
、
糖
度
は
慣
行
が
若
干
上
回

る
も
の
の
、
リ
コ
ピ
ン
含
量
は
ソ
バ
ー

ジ
ュ
が
慣
行
と
同
等
か
高
ま
る
傾
向
で

あ
っ
た
（
図
５
）。

筆
者
ら
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支

援
と
し
て
２
０
１
３
年
よ
り
岩
手
県
と
共

同
研
究
を
続
け
、
津
波
被
害
に
遭
い
、
さ

ら
に
は
高
齢
化
が
進
む
太
平
洋
沿
岸
の
震

災
地
域
に
向
け
て
普
及
活
動
を
行
な
っ
て

い
る
。
連
載
第
２
回
は
、「
東
日
本
大
震
災

の
復
興
支
援
と
し
て
の
ト
マ
ト
の
新
栽
培

法
『
ソ
バ
ー
ジ
ュ
栽
培
Ⓡ

』
の
普
及
の
取
り

組
み
」（
仮
）
に
つ
い
て
岩
手
県
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
に
紹
介
し
て
い
た
だ
く
。

ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
研
究
が
進
む
な
か
、
す

で
に
生
産
現
場
へ
の
普
及
活
動
も
始
ま

り
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
で
収
益
を
上
げ
て
い
る

生
産
者
も
多
い
。
連
載
第
３
回
は
「
ト
マ

ト
の
新
栽
培
法
『
ソ
バ
ー
ジ
ュ
栽
培
Ⓡ

』

の
普
及
と
新
た
な
取
り
組
み
」（
仮
）
と

題
し
、
若
手
実
力
農
家
や
新
規
就
農
希
望

者
な
ど
全
国
各
地
に
広
が
る
ソ
バ
ー
ジ
ュ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
パ
イ
オ
ニ
ア
エ
コ

サ
イ
エ
ン
ス
の
各
地
域
の
営
業
担
当
者
と

と
も
に
紹
介
す
る
。

日
本
で
は
、
生
食
用
ト
マ
ト
は
人
気
が

あ
る
も
の
の
、
加
工
用
ト
マ
ト
（
連
載
で
は

調
理
用
ト
マ
ト
を
扱
う
）
の
消
費
量
は
、
ト

マ
ト
の
消
費
が
調
理
主
体
で
あ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
比
べ
て
、
ま
だ

ま
だ
低
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
日
本
国
内
に

お
け
る
生
食
用
ト
マ
ト
の
市
場
は
限
ら
れ
、

や
が
て
供
給
過
剰
に
な
っ
て
価
格
低
迷
の

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
調
理
用
ト
マ
ト

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
今
後
の
拡
大
が

期
待
で
き
る
。
日
本
の
ト
マ
ト
文
化
は
生
食

主
体
で
あ
り
、
ト
マ
ト
を
調
理
し
て
食
べ
る

文
化
は
こ
れ
か
ら
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
向
き
の
ミ
ニ
ト

マ
ト
は
調
理
お
よ
び
加
工
に
最
適
な
品
種

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
ト
マ
ト
の
消

費
量
を
増
や
し
て
い
く
に
は
家
庭
で
の
調

理
法
の
普
及
や
、
ジ
ュ
ー
ス
や
ソ
ー
ス
と

い
っ
た
６
次
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
８
月
３
日
に
明
治
大
学
で

開
催
し
た
「
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
育

成
講
座
」
の
な
か
で
行
な
っ
た
ト
マ
ト

ソ
ー
ス
の
目
隠
し
テ
ス
ト
の
際
に
も
、
ソ

バ
ー
ジ
ュ
で
栽
培
し
た
各
品
種
が
、
生
食

用
ト
マ
ト
や
缶
詰
の
既
製
品
な
ど
に
比
べ

て
明
ら
か
に
高
い
評
価
を
得
た
。

こ
う
し
た
ソ
バ
ー
ジ
ュ
で
栽
培
さ
れ
た

ト
マ
ト
の
品
質
面
に
お
け
る
優
位
性
に
加

え
、
首
都
圏
に
限
ら
ず
全
国
各
地
に
イ
タ

リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
が
営
業
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
連
載
第
４
回
で
は
「
ト

マ
ト
の
新
栽
培
法
『
ソ
バ
ー
ジ
ュ
栽
培
Ⓡ

』

を
利
用
し
た
調
理
用
ト
マ
ト
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
開
拓
の
可
能
性
」（
仮
）
と
題
し
、
野

菜
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
篠
原
久
仁
子
氏
に

登
場
し
て
い
た
だ
き
、
調
理
用
ト
マ
ト
の

市
場
拡
大
に
向
け
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

上
の
課
題
と
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
の

可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
だ
く
予
定

で
あ
る
。

日
本
の
食
文
化
に
お
い
て
、
調
理
用
ト

マ
ト
の
存
在
を
さ
ら
に
定
着
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
発
展
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。
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③ 

ソ
バ
ー
ジ
ュ
栽
培
Ⓡ

の
現
状
と
調
理
用
ト
マ
ト
の
課
題

図５：ソバージュトマトの品質


